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表 1 取引関係モデル：プレイヤー属性 
B to B 組織間取引 
B to C ( C to B ) 組織･一般消費者間取引 
C to C 一般消費者間取引 
B to M (B, C) 自動取引 
M to M (B, C) システム間自動取引 























表 2 取引関係モデル： 
マーケットプレイス属性 
原初状態 N : N 混沌 
権利の上乗せ S : N 事前課金 
権利の集中 S : N 著作権管理団体 
権利・消費の集中 S : S 権利／消費仲買 
消費の超集中 N : 1 消費の集中 
マーケットプレ
イスの提供 















表 3 図書館関係コンテンツ取引の     
戦略モデル化 
 
実例 取引関係モデル 戦略 
ビッグ・ディ
ール 
P[B2B]M[S:N] S → 1 
図書館コン
ソーシアム 
P[B2B]M[S:S] N → Ｓ 
P[B2B]M[S:N] ディストリ
ビュータ P[B2C]M[S:N] 
S → 1 
P[B2C]M[S:N] 電子ブック 
P[B2C]M[N:S] 
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ネット端末等，ソフツエェアツール等の提
供，情報の提供としては，複写物電子配送，
外部商用データベースの提供，パスファイ
ンダー，レファレンスデータベース等をあ
げることができる。 
 
3.3. 図書館サービスの統合モデル 
 ここで，図書館サービスの統合モデルに
ついて考えてみたい。物財の提供は，消尽
の論理の範囲に限られつつある。また，情
報の提供は，電子複写については実施モデ
ルとして ILLシステムがほぼ実現されてい
る。また，外部商用データベースに関して
は，契約に限定されることになる。知識の
提供としては，レファレンスデータベース
やネットワークレファレンスについて，さ
まざまなプロジェクトが施行されている。
知恵の提供については，暗黙知，いいかえ
れば，データ化プロセスにおける未データ
化領域が今後の課題になっていくであろう。 
 
4. 図書館の将来モデル 
 
 例えば，外部商用データベースの図書館
での提供を考えた場合，利用者側からみて，
課金型提供モデルと無料型提供モデルを考
えることができる。課金型提供モデルとし
ては，図書館としてはかかわらない，つま
り他組織がサービスを供給するという形と，
図書館がディストリビューター機能を果た
すという形が考えられる。一方，無料型提
供モデルとしては，原資を確保する必要性
がでてくる。現在のサービスから余剰を捻
出するか，新たなサービスとして，原資を
確保するしか道はない。 
 しかいここで図書館のパブリックとして
の役割の問い返しを提起しておきたい。図
書館がパブリックセクターにあることの意
味，パブリックセクターとして行うサービ
スの範囲，市場ルールの制定と事後監視制
度など，改めて，問い直す必要がある。大
きな背景としては，財政破綻や産業動態，
人口趨勢等をあげることがでようが，一番
の問題は，「国の政策」がみえてこないこと
である。 
外部経済性としては，ナショナルミニマ
ム及びシビルミニマムを考える必要がある。
つまり，最低限の水準の保証として，社会
が支える負荷の程度や内容を考える必要が
ある。また，情報の維持・提供としての図
書館の社会的・文化的役割を説明する必要
性がでてきている。これは，他の競合サー
ビスとの優位性の説明責任といいかえるこ
ともできる。時間軸・空間軸における図書
館ポータルの意味，ゲートキーパーとして
の役割を社会に説明する必要が，今後ます
ます重要になろう。 
図書館が公的セクター，パブリック・セ
クターにあることの意味を再認識する必要
があると観点から，図書館の姿勢として，
以下のことを考えることができる。ユビキ
タス環境の中では，情報リテラシーが必要
不可欠となるが，この情報リテラシーの発
展に向けて，積極的に参画していく必要が
ある。また，システムとしての図書館を強
化する必要がある。例えば図書館コンソー
シアムをあげることができるが，情報の評
価という側面においては，評価指標の開発，
情報の蓄積という側面においては，総体と
してのコレクションの蓄積，情報の組織化
という側面においては，典拠管理とメタデ
ータ流通を考えることができる。また，情
報の提供という側面においては，図書館ポ
ータルの形成を考えることができるだろう。 
以上，ネットワーク及びデジタル時代に
おける図書館サービスについて検証した。
現段階では，そのモデル化を試み，問題点
を検証し手入る段階であるが，今後も，将
来的な図書館モデルの可能性について，研
究を続けたいと考えている。 
